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近年，電子書籍の普及に伴い，表紙デザインの印象の重要性が高まっており，表紙の好みに基づいて書籍を推薦でき
れば書籍を探す際の新たな指標になると考えられる．本研究では，ユーザの表紙に対する好みを利用して，類似の読
書嗜好を持つ他のユーザを発見し，ユーザが好むと推測される書籍を推薦する手法を提案する．また，表紙画像と書

籍内容の双方から得られる特徴量の関係を解析し，提案手法により推薦可能な書籍の条件について検討する． 
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In recent years, with the spread of electronic books, the impression of cover design becomes more important. The 

recommendation of books based on the preference of the cover design is considered as one of the new tools for selection of the 

book. In this research, we propose a method for recommending a book presumed to be liked by users. The proposed system finds 

a reviewer which has the same preference as the user and recommends the book on which the reviewer set a high valuation. 

Furthermore, we analyze the relationship between features obtained from the cover image and ones from book content and 

investigate the conditions of the possible recommendation books by the proposed system. 

 
 

1. はじめに   

 近年，iPadなどの電子書籍閲覧端末の急速な普及により，

電子書籍コンテンツ市場が拡大している [1]．電子書籍は

書店のように実際に手にとって選ぶことができないため，

表紙デザインの印象によって書籍を購入する「ジャケ買い」

が注目されており，表紙デザインの変更によって売り上げ

成果を出している事例もある [2]．購入する書籍の選択に

おいて，書籍の表紙デザインの重要性が高まっていると考

えられ，表紙の好みに基づいて書籍を推薦できれば，ユー

ザが書籍を探す際の新たな指標になると考えられる．書籍

の内容が，購入者が表紙から予想した内容に反していても，

好みには合うこともあり，ユーザにとって読書の新たな境

地を開ける可能性がある．  

本研究では，表紙の好みを利用して同じ嗜好を持つユー

ザを発掘し，ユーザの好みに合った書籍を推薦する手法を

提案する．ユーザは表紙の見た目で書籍の好みを入力し，

システムはユーザと好みが似ている他のレビュアーを探索

する．探索により発見された好みの合うレビュアーが高く

評価した書籍を推薦する．これまでに筆者らが，有効性を

検証するため評価実験を行った結果，本システムによって

ユーザにとって読みたい書籍を推薦できる可能性が示唆さ

れている [3]．本稿では，推薦された書籍を実際に読んで

評価してもらうことで更に詳細なシステムの評価実験を行
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った結果を報告する．また，推薦する書籍は内容を読んで

評価されたデータを基にしているが，表紙の好みとの関連

性は検証されていない．表紙画像データと本文のテキスト

データの関係を解析することで書籍と表紙の関連性につい

て検討する．  

2. 関連研究 

 これまでにも，書籍の雰囲気や印象に基づいて，ユーザ

に書籍を推薦するシステムの研究が行われている．新宅ら

は，ユーザの状況や気分に適した書籍を提示することを目

指して書籍の文字数や本文中のセリフの割合などの書籍本

文の固有データから書籍の雰囲気や印象の判定を行ってい

る [4]．書籍の雰囲気や印象の中で最も基本的なものであ

る明るさ・暗さを対象に，様々なジャンルの書籍から明る

いイメージ（すばらしい，満ち足りた，軽やかな等）・暗い

イメージ（険しい，災難，恨む等）の単語を抜粋し，書籍

の本文に含まれる単語の一致数で書籍の明るさ・暗さの判

定を行っている．また，垣内らは書誌情報のひとつである

「あらすじ」から感性情報の抽出を行い，書籍の印象を定

量化する手法を提案している [5]．萱田らは，レビューか

らユーザが書籍に対して感じた印象を抽出し類似性を比較

することにより，書籍の内容に依存しない推薦手法を提案

している [6]．梶山らは，書籍の表紙が購入の大きな指標

になっていると考え，読者の意見を反映させた電子書籍表

紙画像の自動生成を目指し，書籍内容や感想文のテキスト

から表紙色を抽出する手法を提案している [7]． 

 上記のように，書籍推薦手法の研究は数多くされている．

しかし，書籍の雰囲気の判定や印象の定量化にとどまって

306

m_watanabe
タイプライターテキスト
「エンタテインメントコンピューティングシンポジウム（EC2015）」2015年9月 

m_watanabe
タイプライターテキスト

m_watanabe
タイプライターテキスト
ⓒ2015 Information Processing Society of Japan



おり，ユーザの好みや気分に合わせた推薦をするまでには

至っておらず，発展途上にあるといえる． 

3. 書籍の表紙を利用した書籍推薦システム 

 本研究では，表紙を見て選択した書籍を高く評価してい

るレビュアー群を探索し，そのレビュアー群が読んで満足

した書籍を推薦するシステムを構築する．概要を図 1 に示

す． 

本システムの推薦手順は以下の通りである．まず，画面

上に書籍の表紙のみを 10 冊提示する．次に，ユーザは画面

に表紙のみが表示された 10 冊の中から，その時の気分で好

みの書籍を 3 冊選んでもらい，それぞれにどの程度気に入

ったか・読みたいかなどで 1～5 の評価値をつけてもらう．

その後，その 3 冊にユーザと同じ評価を与えている他のレ

ビュアー群をレビュー共有サイトから探索する．具体的に

は，サイト上で，ユーザが選択した 3 冊全てに，ユーザと

同じ評価値を付けているレビュアー群を抽出する．抽出さ

れたレビュアー群が評価 5 をつけている書籍を全て抽出

する．抽出した書籍の中で重複する書籍があれば，それら

全て推薦候補とする．なお，重複する書籍がなければ，抽

出されたレビュアーのひとりでも 5 点を付けている書籍

は全て推薦候補とする．そして，システムはそれらの推薦

候補内からランダムに 1 冊の書籍を選択し，ユーザに推薦

する． 

 

4. 実装 

本節では提案するシステムの実装について述べる．本シ

ステムでは，ウェブ上の書籍レビュー共有サイト「ブクロ

グ [8]」を用いて，同じ嗜好を持つレビュアーを発掘する．

ユーザに対してはじめに提示する書籍は，ブクログの 2009 

年からの 5 年分のユーザの登録数の年間ランキング上位 

5 冊から，重複しているものを除いた計 19 冊の中からラ

ンダムに選択する．本システムでは，レビューの件数が少

ない書籍は，好みの類似したレビュアーの探索に支障をき

たすため，レビューの件数が多いランキング上位の書籍を

用いており，最大レビュー数 3756 件，最小 621 件となっ

ている． 

本システムの使用における実験参加者の操作手順は以

下の通りである．図 2 のように，提示された書籍の下にそ

れぞれチェックボックスと 1～5 の数値を選択できるセレ

クトボックスがあり，気に入った書籍 3 冊にチェックを付

け，それぞれにどの程度気に入ったのか 1～5 の評価を付

けてもらう．そして，下部の「決定」ボタンをクリックす

ることで，レビュアーの探索を開始する．その際， 3 冊選

択されていないなどの不備があれば，「 3 冊チェックして

ください」とメッセージが出現し，次の作業に進めないよ

うになっている．推薦する書籍が決定すると，図 3 のよう

に新たにウィンドウが開き，その書籍の表紙画像が提示さ

れる． 

 

5. システム評価実験 

提案手法の妥当性を評価するため，システムにより推薦

された書籍を実際にユーザに読んでもらう実験を行った．

まず，推薦システムにより実験参加者の好みに合うとされ

る書籍を推薦し，推薦された書籍の表紙のみから判断され

る意外性の有無などについてアンケートを行う．次に，表

紙とあらすじから判断される評価も回答してもらう．数日

後に実験参加者に書籍を与え，任意のペースで読んでもら

い，読了後にアンケートを行う．アンケートは，「1. 全 

Book

Book

Book

Book Book Book Book

Book Book Book

 

図 2 入力画面 

 

 

図 3 推薦画面 

書籍A
評価5

書籍B
評価4

書籍C
評価3

この中からランダムに選出し，推薦

画面上に書籍の表紙のみを 10 冊提示

レビュアー名 レビュアー名 レビュアー名

共通するレビュアー名

共通して評価5の書籍

書籍データベース

ユーザが表紙を評価

 

図 1 システムの推薦手順 
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図 4 アンケート結果 

く同意できない」から「5. 非常に同意できる」の 5 段階

評価とした．実験参加者は，22～24 歳の男性 7 名である． 

アンケート結果を図 4 に示す．図 4 より，「意外性が

ある」，「興味を惹かれた」，「読みたい」の項目において，

「表紙のみ」と「あらすじ」の条件間で大きな違いが見ら

れないことから，表紙とあらすじから受ける印象には関連

性があると考えられ，主観評価では表紙と内容が関連して

いる可能性が示唆された．また，読了後の「想像通り」の

平均値は 2.0（標準偏差 0.53）と低い一方で，「面白い」と

「好みに合っていた」の平均値は 4.43（標準偏差 1.05）

と高評価であった．ピアソンのカイ二乗検定適合度検定の

結果，共に p 値は 0.02 となり有意差が見られた．このこ

とから，意外性がありつつもユーザが読んで満足できるよ

うな推薦ができていると考えられ，表紙の好みによってユ

ーザが満足できる書籍を推薦できる可能性が示唆された． 

6. 表紙と内容の関連性検証実験 

提案システムでは，推薦する書籍は内容を読んで評価さ

れたデータを基にしているが，書籍の内容と表紙の好みと

の関連性は検証されていないため，表紙の画像処理と書籍

の内容のテキストマイニングに基づき，関係を調査する．

表紙画像の特徴量として取得するデータは，表紙に使用さ

れている文字の大きさや色の割合とした．書籍の内容とし

ては，書籍の本文の内容が要約されているあらすじを使用

した．本節では，表紙の色割合とあらすじのテキストデー

タの関連性について検証した結果を報告する． 

6.1 色割合解析 

表紙に含まれる色の割合を表紙色割合とし，あらすじの

テキストマイニングとの相関関係を調査する．表紙色割合

の抽出方法は，画像を各成分 8 bit に減色加工後，各色の割

合を測定し，有彩色 10 色（赤，橙，黄，黄緑，緑，青緑，

青，青紫，紫，赤紫），無彩色 3 色（白，灰，黒）の計 13

色に分類した．13 色は日本カラーデザイン研究所により提

案されたカラーイメージスケール [9] を参照した．カラー

イメージスケールは，各色をトーン分類し代表色 130 色に

細分化しており，色の分類にはこれを利用する．代表色と

は配色イメージの世界を代表する単色を意味する．色割合

の測定は，以下の手順により行った． 

(1) 代表色の全色に対し，出現回数を 0 に設定する． 

(2) 表紙画像のあるピクセルに対し，RGB値を算出する． 

(3) (2)で算出された RGB 値の出現回数を 1 加算する． 

(4) 全てのピクセルが走査されるまで，(2)～(4)を繰り返

す． 

(5) 出現した全ての RGB 値に対し，代表色 130 色に一

番距離の近い色を選択し，出現回数を合算する．以

下の式を用いて代表色 iとの距離 Liを決定する． 

     222

iiii BbGgRrL   

r，g，b は算出された RGB 値を示し，Ri，Gi，Biは

代表色 iの RGB 値を示す．出現した全ての RGB 値に

対し，距離を求め，距離が最小の代表色を含む色を

距離の近い色とする． 

(6) 各色の出現回数を表紙画像の全ピクセル数で除した

値を，表紙画像に含まれる色の割合とする． 

あらすじのテキストマイニングは，抽出したあらすじを

形態素解析し，13 色の印象語とマッチングすることで行う．

印象語は，カラーイメージスケールで定義されている形容

詞 180 語に対し，日本色彩研究所による色彩連想語調査資

料 [10] を活用して，786 語の単語に拡張したものである．

色彩連想語は，赤であれば「リンゴ」，「熱い」などのよう

に，色から連想する言葉や事物を挙げたものである． 

調査対象書籍は 2009 年からの 6 年分のユーザのお気

に入り登録数の年間ランキング 上位 10 冊から重複して

いるものを除く，計 47 冊とする． 

表紙色割合とあらすじのテキストマイニングで得られ

た色の割合に対して，ピアソンの相関係数を算出した．47

冊中，強い相関（0.4 以上）を示したものが 12 冊あった．

強い相関を示した書籍 5 冊と弱い相関を示した書籍 5 冊

のあらすじと表紙上位 3 色と割合，相関係数を表 1 に示

す．この結果より，書籍によっては関連があると思われる
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ことがわかる． 

強い相関の書籍に共通する特徴を発見するため，表紙に

最も使用されている色があらすじ内の印象語に最も出現し

ている色と一致している確率を正答率とし，強い相関を示

した書籍とそれ以外の書籍でそれぞれ正答率を求めた．強

い相関の書籍では 80％，それ以外の書籍では 0％となり，

正答率に大きな違いがあることが分かった．このことから，

使用する書籍によっては表紙と内容の関連性がある可能性

が示唆された．表紙に最も使用されている色が，あらすじ

内の印象語に最も出現している色である書籍のみを提案シ

ステムではじめに提示する書籍とすれば，表紙と内容の関

連性がある推薦ができると考えられる． また，今回用いた

調査方法以外の指標によって新たな関連性を発見できる可

能性もあるため，検証の余地がある． 

7. おわりに 

 本稿では，表紙と内容の関連に基づく書籍推薦システム

を提案し，構築した推薦システムを用いて具体的なシステ

ムの評価実験と提案手法により推薦可能な書籍の条件につ

いての検証を行った．評価実験より，意外性がありつつも

ユーザが読んで満足できるような推薦ができたと考えられ，

表紙の好みによってユーザが満足できる書籍を推薦できる

可能性が示唆された．また，書籍の表紙と内容の関連性に

ついて検証するため，表紙色割合とあらすじのテキストマ

イニングにより得られた色の割合との相関関係を調査した．

その結果，表紙と内容の関連性がある可能性が示唆された

ことから，表紙に最も使用されている色が，あらすじ内の

印象語に最も出現している色である書籍のみを提案システ

ムではじめに提示する書籍とすれば，表紙と内容の関連性

がある推薦ができると考えられる．  

今後は，表紙と内容の関連性の更なる調査として文字色

やフォント，デザインのシンプルさなど表紙に関する他の

特徴を用いることで，新たな関連性の発見を試みる．その

後，大規模な調査を目指すため，Amazon API などを用いて

必要なデータの収集を行えるウェブサイトを構築していく． 
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表 1 色割合解析結果の例 

 
タイトル 

あらすじ（％） 表紙（％） 相関係数 

1 2 3 1 2 3 
 

強い

相関 

植物図鑑 青 3.8 紫 3.8 赤 1.9 白 35.9 黒 30.7 灰 18.5 -0.440 

もし高校野球の女子マネージャーがド 

ラッカーの『マネジメント』を読んだら 
青 2.3 赤 1.2 黒 1.2 青 39.0 緑 16.3 青紫 14.8 0.512 

天地明察 赤 3.0 黒 3.0  黒 51.6 緑 31.7 灰 13.0 0.481 

スティーブ・ジョブズ I 白 1.7 灰 0.8  白 60.7 黒 17.8 灰 12.3 0.903 

少女 黒 3.7 赤 1.9  黒 38.7 黄 28.6 灰 13.6 0.697 

弱い

相関 

1Q84 BOOK 1 黄 1.9 灰 1.5 黒 1.2 白 71.5 緑 10.6 黄 9.2 0.009 

恋文の技術 赤 1.5 青 1.5  白 65.1 赤 14.6 灰 9.9 -0.046 

あるキング 黒 1.6 赤 0.8 青 0.8 白 94.8 黒 2.5 灰 1.3 0.238 

これからの「正義」の話をしよう 

――いまを生き延びるための哲学 
赤 0.3 灰 0.3  白 79.9 灰 9.1 黒 9.1 -0.188 

20 歳のときに知っておきたかったこと  

スタンフォード大学集中講義 
青 1.4 黄 0.7 緑 0.7 灰 71.1 白 21.0 青 7.9 -0.141 
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